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多彩な映画作品から⼈権について考える 
条例施⾏記念 おおぶ⼈権映画会を開催します 

⼤府市は、令和５年 4 ⽉ 1 ⽇に施⾏した「⼤府市⼈権を尊重した誰⼀⼈取り残さないま
ちづくり推進条例」を記念し、おおぶ⼈権映画会を初開催します。この条例は、多様性を
認め合い⼈権を尊重することによって、誰⼀⼈取り残さない、誰もが住み続けたいまちの
実現を⽬指し、制定したものです。 

この映画会では、村役場に勤める聴覚障がい者の⼥性と住⺠との関わりの苦悩を描いた

「咲
え

む」など３作品を上映し、映画鑑賞を通して⼈権問題を⾃分事として捉え、市⺠への
⼈権に関する理解促進を図ります。 

■おおぶ⼈権映画会の概要
⽇時／令和５年 12 ⽉ 16 ⽇（⼟）午前９時 30 分〜午後４時 
場所／おおぶ⽂化交流の杜 こもれびホール（⼤府市柊⼭町６-150-1） 
対象／⼩学⽣以上（保護者同伴であれば乳幼児も⼊場可能） 
内容／映画上映（以下の３作品のうち、１作品からでも鑑賞できます） 

「咲む」村役場に勤めるろうの⼥性と住⺠との関わりの苦悩の話 
「万引き家族」家族ぐるみで万引きを繰り返す家族の⽇常の話 
「梅切らぬバカ」⽼いた⺟と⾃閉症の息⼦と地域コミュニティとの関わりの話 

定員／各作品 300 ⼈ 
料⾦／無料 
申込／市公式ウェブサイトの専⽤申込フォーム・電話・FAX または直接福祉総合相談室

へ。※当⽇の席数に余裕があれば、事前申込なしでも⼊場できます。 
その他／⾞イスでの鑑賞をご希望の⽅、その他配慮が必要な場合は、事前に問い合わせ

先へご連絡ください。上映作品は全て⽇本語字幕対応しています。 

■参考資料 おおぶ⼈権映画会チラシ

【問い合わせ先】 
⼤府市福祉総合相談室 
担当︓⼭下智⼦（やました・さとこ） 
電話︓0562-45-6219 FAX︓0562-47-3150 メール︓sodan@city.obu.lg.jp 




